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サイエンス推進に向けたこれまでの活動報告

◆日本心理学会で実践しているシチズンサイエンス
プロジェクトにおける課題

Today’s

topics



◆日本学術会議若手アカデミーで行ったシチズン
サイエンス推進に向けたこれまでの活動報告

◆日本心理学会で実践しているシチズンサイエンス
プロジェクトにおける課題

Today’s

topics



シチズンサイエンスの紹介／シチズンサイエンスが馴染む学術分野を検討

【基調講演】
「オープンな情報流通によって変容するシチズンサイエンスの可能性」
林 和弘

（文部科学省 科学技術・学術政策研究所 上席研究官）

「シチズンサイエンスは学術研究をどう変えるか」
中村征樹

（日本学術会議 若手アカデミー会員・連携会員, 大阪大学全学教育推進機構 准教授）

【話題提供】多様な学術分野におけるシチズンサイエンスの課題と可能性
「心理学におけるシチズンサイエンスの可能性」
髙瀨堅吉（日本心理学会認定心理士の会運営委員会 委員長）

「ヒューマンインタフェース学におけるシチズンサイエンスの可能性」
福森 聡（日本ヒューマンインタフェース学会若手の会代表）

「公衆衛生におけるシチズンサイエンスの可能性」
長谷田真帆（東京大学大学院医学系研究科 博士研究員）
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若手アカデミーを中心としたシチズンサイエンス運動の拡大

『学術の動向』2018年11月号 Global Young Academy Website



シチズンサイエンスの社会課題解決への適用を検討

【基調講演】
「オープンな情報流通によって変容するシチズンサイエンスの可能性」
林 和弘

（文部科学省 科学技術・学術政策研究所 上席研究官）

「シチズンサイエンスは学術研究をどう変えるか」
中村征樹

（日本学術会議 若手アカデミー会員・連携会員, 大阪大学全学教育推進機構 准教授）

【話題提供】地方が抱える課題を解決するシチズンサイエンスの可能性
－青森県での健康教育促進を通じた短命県返上への取り組み－

「地域課題解決を通じて新産業創出をめざす弘前大学COIの基本戦略」
村下公一（弘前大学COI研究推進機構教授, 弘前大学COI副拠点長（戦略統括））

「市民と課題に向きあう、健康リーダー育成」
沢田かほり（弘前大学医学研究科 助教）

「市民と共に創る-地域食材の良さを生かした食品開発-」
前多隼人（弘前大学農学生命科学部 准教授）

短命県返上



シチズンサイエンス in 産官学連携／シチズンサイエンス × サイエンスカフェ

【基調講演】
「オープンな情報流通によって変容するシチズンサイエンスの可能性」
林 和弘

（文部科学省 科学技術・学術政策研究所 上席研究官）

「シチズンサイエンスは学術研究をどう変えるか」
中村征樹

（日本学術会議 若手アカデミー会員・連携会員, 大阪大学全学教育推進機構 准教授）

【話題提供】地方を舞台とするシチズンサイエンスの可能性
－福岡での取り組みを中心として－

「社会課題解決に向けた福岡市の新たな挑戦：実証実験フルサポートによる先端技術の
社会実装促進とSociety 5.0の実現」
福岡市総務企画局

「福岡ヘルス・ラボを中心とした産官学連携：市民参加型共創的イノベーションの仕組みづくり」
福岡市保健福祉局

「地域におけるサイエンスカフェ活動から見える市民巻き込み型学術の可能性」
吉岡瑞樹（九州大学大学院理学研究院准教授, サイエンスカフェ＠ふくおか運営者）

「サイエンスパブ in 福岡：市民と学者の”ガチだが気軽な対話”から生まれるもの」
山岡均（国立天文台天文情報センター）
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日本心理学会では、心理学の専門家として仕事をするために必要な、最小限の標準的基礎学力と技能を修
得している人材を審査し、「認定心理士」として認定する活動を展開している。認定心理士は、心理学系
の大学を卒業しており、人間（個人・集団）を測る技能としての能動的対人測定法を備え、問題発見と調
査立案力を持つ人材である。人を対象としたデータに対する科学的思考法に裏付けられた客観的な分析手
法に長けており、得られたデータを論理的にまとめ、表現する力を有している。

日本心理学会認定心理士：
人の行動・心理を対象とした定量調査、定性調査が実施可能なシチズンサイコロジスト

認定心理士資格の基礎条件



日本心理学会では、約60,000人の認定心理士が参画可能なシチズン・サイエンス プロジェクトを開始し、
即時にビッグデータを取得可能なシステムを構築した。認定心理士は各々が興味を示すプロジェクトに自
由に参加し、モチベーション-ドリブンの調査を展開可能である。

「認定心理士」取得者数の推移 シチズンサイエンスプロジェクトHP

https://psych.or.jp/authorization/citizen/

シチズンサイコロジスト × シチズンサイエンス ＝ 質の高いビッグデータ取得活動

https://psych.or.jp/authorization/citizen/


日本心理学会におけるシチズンサイエンスの展開

日本心理学会では市民の認定心理士が相互交流を促進し、心理学の知見の普及、研究者主導型プロジェクトへの
ビッグデータの提供、認定心理士による自由な研究活動を行い、質の高いシチズンサイエンスを展開している。

認定心理士（シチズン）
同士の相互交流

心理学者
日本心理学会（アカデミア）

研究活動
・ビッグデータの提供
・社会動向に縛られない
自由な研究活動による
データの創出

アウトリーチ
・講演会開催
・ワークショップ開催
・勉強会開催

など

心理学の
知見の普及

心理学の
知見の普及

大会での発表を奨励！
シチズンサイコロジスト向けの
賞を創設！

市民 市民
市民 市民

市民 市民

認定心理士による
より質の高い貢献！



第１回 社会連携セクション
2019/9/12 日本心理学会第83回大会内にて

第１回 シチズン・サイコロジスト奨励賞
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認定心理士（シチズン・サイコロジスト）との共創的サイエンスの実装



認定心理士（シチズン・サイコロジスト）による共創的心理学が解決する課題

学術の課題

ex. 再現性問題

職業心理学者（サイコロジスト）による競争的心理学では解決できない課題

社会の課題

ex. 超高齢社会
防災
地球温暖化



アカデミアでは生み出すことのできない研究成果
～ビッグデータが生む再現性を備えた研究成果～

新しい仕事をして論文を書かないとアカデミアでは
生き残れないため、大量のデータをサンプリングし
て、それを繰り返して再現性を確かめる仕事が行い
づらい現状がある



根深い再現性問題～事前審査つき事前登録方式の失敗～



認定心理士（シチズン・サイコロジスト）による共創的心理学が解決する課題
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共創的心理学が挑戦する社会課題（防災）
～調べることは知ること。正常性バイアスと戦う～



情報 福祉

教育 国際

認定心理士

AI・IoT利用促進

ビッグデータ活用

クラウドコンピューティング情報セキュリティ管理

デジタルツインの推進

仮想アシスタントの積極利用

福祉事業の効果測定

利用者のニーズの定量的把握

認知症への理解

介護者のストレスマネジメント

バリアフリーデザイン

教育効果の測定

定型・非定型発達への理解

学習・記憶力の
仕組みを把握

動機づけ技法の活用

集団行動
への介入

言語・非言語による
円滑なコミュニケーション

多文化適応

親への支援

異文化コミュニケーション

多様な価値観を理解

認定心理士は情報・福祉・教育・国際等への分野に高い関心を持ち、それにかかわる様々な人々への
調査が可能である。



日本心理学会

×

サイエンスカフェ

学協会単位でのサイエンスカフェの実施は、各学協会が扱う学問分野に興味を
持つシチズンサイエンティストを集客しやすいため、大学単位で開催するサイ
エンスカフェと比較して、広報に係る費用とその波及効果の点で優れている。



◆ シチズンサイエンティストを動機づける施策が十分で
はない（サイエンスカフェの実施、サイエンスコミュ
ニケーターの設置）

◆ シチズンサイエンティストの研究倫理の基盤整備が十
分ではない（倫理委員会、倫理規定の整備）

◆ アカデミアとシチズンを橋渡し、双方向性のあるシチ
ズンサイエンスを推進するための基盤が学協会で十分
に整備されていない（公開講座の開催、社会連携委員
会の設置）

◆ シチズンサイエンティストの活動を支援する研究資金
制度の確立および情報のインフラ整備が十分ではない

◆ シチズンサイエンティストが参画可能な学問領域が明
確化されていない

◆ シチズンサイエンス推進の要となる公共財としての国
立大学の利活用の様態について

実践から見えて
きた

Citizen Scienceの

課題



市民とともに研究・調査

社会の課題を解決

市民の科学リテラシー向上

Citizen Scienceの

特徴・効用

（リテラシー向上）



Citizen Scienceの

効用

（新たなキャリアパス）

認定心理士って、
すごいよね！！！

、、、と社会に認知してもらえる

に、つながるといいと思っています



Sustainable

System

for

Citizen Science 企業または官公庁からの依頼を受け、日本心理学会認定心理士の会運営委員会、常務理事
会で審議し、調査内容をシチズン・サイエンスプロジェクトHPに掲載する。
その後、認定心理士がデータを採取し、最終的に得られたデータを企業に提供する。
データのクオリティコントロールは認定心理士の会運営委員会で行う。データ活用に際し、
匿名化を学会で行うため、利用制限は原則設けない。



ご清聴ありがとうございました。

シチズンサイエンスの実例とこれからの可能性
ー日本心理学会におけるシチズン・サイエンスプロジェクトを通じて
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